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硫
  

黄

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ（
特
定
非
営
利
活

動
）
法
人
・
蔵
王
鉱
山
の
歴

史
を
語
り
継
ぐ
会
（
以
下
、

「
語
り
継
ぐ
会
」）
は
、
平
成

30
年
６
月
７
日
（
木
）
午
後
、

蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

　

お
い
て
、
正
会
員
66
名
中
、

会
員
20
名
（
委
任
状
提
出
38

名
）
が
出
席
し
、
第
２
回
通

　

山
神
社
の
社
殿
は
、
床
部
分

が
経
年
劣
化
の
た
め
痛
み
が
激

し
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
か

ら
、
法
人
役
員
会
に
お
い
て

度
々
「
修
復
か
、
移
転
か
」
の

議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
結
論
が
で
ず
継
続
審
議
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、本
年
７
月
10
日
、

㈲
鈴
建
社
主
・
鈴
木
敏
彦
氏
が
、

会
社
の
資
材
を
用
い
て
見
事
修

復
し
て
く
れ
ま
し
た
。
鈴
木
氏

の
私
財
を
投
じ
た
ご
寄
進
に
対

し
、
会
員
一
同
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
、「
七
曲
り
」
を
「
歴
史
街
道
」
と

し
て
保
存
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
事
業
を
具
体
化
す
る
た
め
、
本

年
６
月
17
日
（
日
）、
蔵
王
イ
ベ
ン
ト

パ
ー
ク
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
先

立
ち
、
川
口
兼
次
理
事
長
以
下
、
理
事

等
５
人
が
、
仙
人
沢
の
七
曲
り
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
蔵
王
ラ
イ
ン
に
架
か
っ

た
橋
の
下
流
、
猿
倉
側
の
対
岸
に
写
真

①
の
通
り
、

仙
人
沢
に
架

か
っ
て
い
た

橋
の
基
礎
部

分
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
橋
の
た

も
と
か
ら
斜

面
を
登
る
坂

道（
七
曲
り
）

さ
り
げ
な
く
百
万
円

さ
り
げ
な
く
百
万
円

㈲鈴建が山神社社殿の修復寄進

「
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
」

  

第
２
回
通
常
総
会
を
開
催

イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク
の

  

草
刈
り
作
業
を
実
施

そ
の
八  　

赤
旗
か
ら
水
商
売
へ

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

「
県
労
評
（
山
形
県
労
働
組
合

評
議
会
）
に
来
な
い
か
」、
渡

辺
三
郎
事
務
局
長
（
後
に
衆

議
院
議
員
）
か
ら
要
請
が
あ
っ

た
。
撤
収
作
業
も
終
わ
り
か

け
て
い
た
と
き
で
も
あ
り
、

私
の
気
持
ち
は
ぐ
ら
つ
い
た
。

会
社
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
な

ら
、
と
い
う
条
件
で
、
組
合
員

も
了
と
し
て
く
れ
た
。
そ
し

て
約
１
年
間
、
総
評
（
日
本
労

働
組
合
総
評
議
会
）
の
地
方

オ
ル
グ
と
し
て
山
形
県
労
評

に
専
従
す
る
こ
と
と
な
り
、

県
内
の
労
働
争
議
指
導
に
走

り
廻
っ
て
い
た
。

　

会
社
は
閉
山
後
、「
ニ
ュ
ー

蔵
王
観
光
株
式
会
社
」
を
創

立
し
、
猿
倉
の
職
員
ア
パ
ー

ト
を
改
造
し
て
旅
館
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
し
か

し
、
経
営
は
楽
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

組
合
も
「
ニ
ュ
ー
蔵
王
観
光

労
働
組
合
」
を
結
成
し
、
上
山

原
動
所
勤
務
の
山
口
俊
男
氏

が
委
員
長
に
就
任
し
、
対
会

社
と
の
折
衝
に
当
た
っ
て
い

た
。

　
「
川
口
さ
ん
が
県
労
評
に
長

く
勤
め
る
な
ら
、
俺
た
ち
は

全
員
会
社
を
退
職
す
る
。
蔵

王
に
戻
っ
て
く
る
な
ら
一
緒
に

汗
を
流
す
」
と
山
口
委
員
長

か
ら
の
悲
壮
な
電
話
を
受
け

た
。
会
社
か
ら
の「
休
業
提
案
」

を
受
け
た
結
果
の
組
合
員
全

員
の
総
意
だ
っ
た
ら
し
い
。

参
っ
た
。
真
か
ら
迷
っ
た
。
労

働
運
動
に
生
涯
を
か
け
る
決

意
で
県
労
評
に
ー
ー
ー
ー
。

　

廃
墟
と
化
し
た
製
錬
場
を

歩
い
た
。
組
合
事
務
所
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
目
に
つ

く
。
従
業
員
五
百
人
、
そ
の
家

族
を
含
め
る
と
千
人
。
ア
ノ

賑
や
か
さ
が
浮
か
ん
で
く
る
。

俺
は
戻
る
。
そ
し
て
、
も
う
一

度
、
こ
の
地
に
灯
り
を
つ
け
て

見
せ
る
。
組
合
員
は
喜
ん
で

く
れ
た
が
、
会
社
は
し
ぶ
し

ぶ
復
職
を
認
め
た
。

　
「
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
ま
せ
」、
川

口
に
と
っ
て
は
最
高
に
苦
手

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
に

骨
を
埋
め
る
決
意
は
固
ま
る

ば
か
り
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
か
わ
ぐ
ち
）

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
総
会
で
は
、
平
成
29

年
度
活
動
報
告
、
活
動
計

算
書
並
び
に
平
成
30
年
度

活
動
計
画
、活
動
予
算（
案
）

等
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

～
会
員
を
100
名
に
拡
大
、「
歴
史
資
料
館
」

　
　　
　
　 

の
年
度
内
「
分
離
発
注
」
を
決
議
～

―
 

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
建
設
へ
寄
附 ―

　
大
学
を
卒
業
し
た
ら
就
職
は
蔵
王
鉱
山
と

決
め
て
お
り
ま
し
た
。

　
経
済
界
で
有
名
な
藤
山
愛
一
郎
さ
ん
が

社
長
な
の
で
、将
来
は
大
き
く
発
展
す
る
と

思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
油
坂
を
登
り
元
山
へ
。

　
新
婚
生
活
は
猿
倉
住
宅
。

　
僕
の
青
春
は
、蔵
王
鉱
山
が
す
べ
て
で
し
た
。

　
少
な
い
で
す
が ―

―
―
―

。

　
　
　
　
　
　
　  

秋
田
市
　
間  

山
　
昭

秋
田
市

　

間
山　
　

昭
様

神
奈
川
県

　

斉
藤　

暢
之
様

上
山
市

　

蔵
王
猿
倉
観
光
協
議
会
様

※
 

お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
「
蔵
王
猿
倉

観
光
協
議
会
」
と
し
て
百
万
円
入
金

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

30
／
６
〜
30
／
８
ま
で
の
ご
報
告

　

法
人
設
立
３
年
目
に
入
っ

た
会
員
の
募
集
と
「
歴
史
資

料
館
」
建
設
へ
の
寄
付
金
募

集
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
ご

報
告
申
し
上
げ
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

寄
付
者
ご
氏
名

感謝
北
海
道

　

川
口　

二
郎
様
・
川
口
と
し
子
様

新
潟
県　
　

　

熊
谷　
　

忍
様

千
葉
県　
　

　

渡
辺　

弘
道
様

東
京
都　
　
　

　

石
原　

邦
子
様

神
奈
川
県　
　

　

斉
藤　

暢
之
様
（
新
）

会
員
氏
名

埼
玉
県　
　
　

　

髙
橋　

輝
幸
様

山
形
市　
　
　

　

西
野
目　

哲
様
・
西
野
目
洋
子
様

　

川
口　

周
治
様
・
川
口
た
け
子
様

　

旭
岡　

勝
子
様

　

木
村　

幹
雄
様
・
木
村　

久
子
様

　

秋
山　

峰
広
様

　

丹
野　
　

啓
様

　

川
口　

兼
次
様
・
川
口　

京
子
様

　

川
口　
　

豊
様

尾
花
沢
市

　

東
海
林　

恵
史
様

山
辺
町

　

佐
藤　

京
一
様

上
山
市

　

芳
賀　

高
信
様
・
芳
賀
様

　

川
口
長
次
郎
様

　

川
口　

尚
也
様
・
川
口　

良
子
様

　

内
海　

清
人
様　

内
海　

浩
之
様

　

佐
藤　

邦
明
様

　

枝
松　

直
樹
様

　

三
澤　

建
二
様

　

山
川　

季
男
様

　

今
田　

太
加
可
様

　

髙
橋　

正
之
様

　

佐
藤　

竹
志
様
・
佐
藤　

芳
子
様

　

佐
藤　

衣
利
子
様

　

土
屋　

健
一
様
・
土
屋　

智
弘
様

　

篠
原　

政
志
様

　

原
田　

正
男
様

　

村
山　

利
夫
様

　

長
谷
部
佳
明
様

　

結
城　

昌
夫
様

　

山
口
千
恵
子
様

　

斉
藤　

善
吉
様

　

横
尾　

敏
子
様

　

鈴
木　

敏
彦
様

　

岩
川　

耕
治
様
（
新
）

は
、
写
真
②
の
通
り
、
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま

の
状
態
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

斜
面
を
登
り
切
っ
て
左
に
曲
が
る
曲

が
り
角
の
手
前
に
大
き
な
倒
木
が
あ
り

ま
し
た
が
、
役
員
一
同
、
今
後
整
備
作

業
を
行
え
ば
、
復
元
が
可
能
と
い
う
感

触
を
得
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
七
曲
り
は
、
当
時
、
毎
日
小
学

校
に
通
っ
た
思
い
出
が
一
杯
詰
ま
っ
た

道
路
で
す
。整
備
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、

是
非
足
を
お
運
び
に
な
り
、
昔
を
偲
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

本
年
６
月
17
日
（
日
）、
23
日
（
土
）

の
二
日
間
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴

史
を
語
り
継
ぐ
会
役
員
に
よ
る
蔵
王
猿

倉
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク
の
草
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

17
日
は
、
土
屋
副
会
長
、
丹
野
、
鈴
木
、

髙
橋
各
理
事
の
４
人
が
、
草
刈
り
機
を

用
い
て
サ
ッ
カ
ー
場
東
側
の
斜
面
を
刈

り
、
23
日
に
は
、
土
屋
副
会
長
、
長
谷
部
、

結
城
両
理
事
の
３
人
の
役
員
が
同
所
の

残
り
を
刈
り
、
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

「
七
曲
り
」が
昔
の
ま
ま
、残
っ
て
い
ま
す

写真①（昔架かっていた橋の基礎）

写真②（橋から斜面を登る道路）
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ペ
ン
で
結
ぶ
、近
況
だ
よ
り

　

義
博
さ
ん
は
、
中
川

第
二
小
学
校
、
中
川
中

学
校
、
上
山
高
校
で
学

び
、
郵
便
局
勤
務
を
長

年
勤
め
上
げ
て
６
年
前

に
退
職
。
中
川
中
学
校

で
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
で
活
躍
。
プ
レ
イ
ぶ

り
を
部
活
仲
間
が
賞
賛
。

　

現
在
は
、
地
区
役
員
、

地
区
の
神
社
役
員
、
バ

役 

員 

紹 

介

   

理 

事
　

　 

中
川
　
義
博
さ
ん

⑶ 

冬
が
来
た

　

連
日
う
な
り
を
た
て
て
北

風
が
吠
え
る
。
児
童
た
ち
は
、

ス
キ
ー
、
ソ
リ
等
で
連
日
楽
し

く
は
し
ゃ
ぐ
。

　

私
は
、
蔵
王
温
泉
の
中
学
校

で
指
導
し
た
経
験
も
あ
る
が
、

蔵
王
温
泉
の
児
童
に
も
お
と

ら
な
い
運
動
力
が
我
が
校
の
児

童
に
も
身
に
付
い
て
い
た
。

　

学
校
行
事
の
ス
キ
ー
大
会

が
開
か
れ
、
学
校
の
東
山
に
出

か
け
、
全
校
で
ス
キ
ー
大
会
を

や
っ
た
時
、
私
は
、
ス
キ
ー
が

苦
手
で
あ
っ
た
の
で
、や
っ
と
、

恐
る
恐
る
滑
り
、
尻
餅
ば
か
り

付
い
て
い
た
。
ス
キ
ー
大
会
も

無
事
終
わ
り
皆
学
校
に
帰
っ

た
。
私
は
、
ス
キ
ー
場
を
点
検

し
最
後
に
ス
キ
ー
で
帰
ろ
う

と
し
た
時
で
あ
る
。
急
な
雪
山

に
滑
り
込
み
、
ス
ト
ン
と
尻
餅

を
付
く
と
、
ズ
ド
ン
と
川
の
中

へ
落
下
し
た
。
小
さ
な
小
川

　ご一家は、製錬場のアパートに住み、閉山

後、一番最後まで鉱山にとどまる。

　鉱山暮らしの時は、峯田商店の旦那さんが

店を開き、郵便局職員が預金集めの拠点に。

　父君は、吉之助さん。閉山の残務処理中に

体調を崩し、閉山の翌年 39 年４月に他界。

　川口理事長以下鉱山関係者多数の見送りを

受ける。母君・はつゑさんは、中川第二小学

校用務員を閉校まで勤めた

あ
の
人
こ
の
人

訪
問
記

訪
問
記

訪
問
記

中
川
第
二
小
学
校
で
教
鞭  

蔦
谷　 

栄
三
先
生

だ
っ
た
が
、水
は
豊
か
に
あ
り
、

私
は
頭
を
下
に
、
ス
キ
ー
が
雪

の
土
手
に
ひ
っ
か
か
り
、
逆
さ

に
な
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
下
は
、
水
が
流
れ

て
両
足
は
ス
キ
ー
と
も
ど
も

土
手
に
突
き
刺
さ
り
、
ど
う
し

て
も
起
き
上
が
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
夕
方
近
く
ま
で
雪

の
穴
で
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。

誰
も
助
け
に
来
て
く
れ
な
い
。

し
か
し
そ
の
後
な
ん
と
か
全

力
を
出
し
切
り
ス
キ
ー
を
外

し
、
川
の
中
に
立
っ
て
雪
の
土

手
を
や
っ
と
登
り
、
ズ
ブ
濡
れ

て
学
校
に
着
い
た
。
先
生
方

は
、「
ど
う
し
た
、
ど
う
し
た
。

早
く
ス
ト
ー
ブ
で
乾
か
せ
」
と

手
伝
っ
て
く
れ
た
が
、
私
は
、

こ
の
出
来
事
は
、
教
師
と
し
て

恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
、
今
日

ま
で
誰
に
も
話
を
し
な
い
で
い

た
。
今
考
え
る
と
、
あ
の
ま
ま

土
手
に
逆
さ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て

死
ん
で
い
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

⑷
つ
つ
じ
の
初
夏
が
来
た
。

　

坊
平
に
山
つ
づ
じ
を
見
に

観
光
バ
ス
が
50
台
以
上
も
列

を
作
っ
て
登
っ
て
来
る
。
バ
ス

か
ら
下
車
す
る
人
波
で
坊
平

が
一
杯
に
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

芝
生
の
中
に
咲
く
ア
ズ
マ
菊

の
薄
紫
色
の
花
も
美
し
い
。
日

曜
日
、
一
行
と
妻
の
３
人
で
つ

つ
じ
見
学
を
楽
し
ん
だ
の
は
、

今
で
も
忘
れ
な
い
。
燃
え
る
よ

う
な
ダ
イ
ダ
イ
色
の
花
一
面
の

坊
平
は
、中
丸
山
の
下
で
輝
く
。

一
行
も
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
い
て
見
て

い
た
。
こ
の
坊
平
に
、現
在「
山

の
番
人
」
と
い
う
彫
刻
が
皆
様

を
迎
え
て
く
れ
る
。
こ
の
記
念

碑
の
制
作
者
は
、「
蔦
谷
一
行
」

で
あ
る
。
一
行
は
、
彫
刻
の
道

に
の
め
り
込
み
、
親
父
を
超
え

よ
う
と
努
力
し
た
。
坊
平
一
面

に
彫
刻
を
林
立
さ
せ
、
世
界
の

人
々
に
見
せ
た
い
と
言
っ
て
い

た
。そ
の
目
標
も
達
し
な
い
で
、

38
歳
の
春
他
界
し
た
。
平
成
５

年
４
月
５
日
が
命
日
だ
。
夢
半

ば
で
他
界
し
た
一
行
の
た
め
何

か
記
念
に
な
る
も
の
を
建
て
た

い
と
思
っ
て
い
た
時
、
ア
ジ
ア

大
会
が
坊
平
で
開
か
れ
る
事
と

な
り
、
坊
平
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た

時
、
永
田
上
山
市
長
か
ら
「
一

行
君
の
彫
刻
を
寄
付
し
て
く

れ
」
と
の
話
が
あ
っ
た
の
で
、

即
答
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ

た
。
土
台
は
、
宮

城
県
よ
り
ダ
テ
カ

ン
ム
リ
石
（
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
愛
用

の
石
）
を
運
び
上

げ
、
彫
刻
は
、
友

人
の
小
関
信
行
氏

が
選
定
し
、
山
形

の
鈴
木
鋳
造
所
が

ブ
ロ
ン
ズ
化
し
て

く
れ
た
。
冬
も
夏

も
黙
と
し
て
坊
平

に
立
ち
、
蔵
王
と

対
話
し
、
宇
宙
と

対
話
し
て
い
る

「
山
の
番
人
」
は
、輝
き
わ
た
っ

て
い
る
。
建
立
場
所
も
歌
聖
・

齊
藤
茂
吉
の
歌
碑
よ
り
20
メ
ー

ト
ル
北
に
位
置
し
、
観
光
客
の

カ
メ
ラ
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

て
い
る
。年
に
１
回
は
必
ず「
山

の
番
人
」
を
拝
ん
で
く
る
。

⑸ 

ピ
ア
ノ
が
欲
し
い
。

　

我
が
校
に
は
ピ
ア
ノ
が
無

い
。
古
い
オ
ル
ガ
ン
一
つ
あ

る
だ
け
だ
。
音
楽
科
主
任
の

仲
野
先
生
は
、
い
つ
も
気
に

し
て
い
た
。
児
童
た
ち
も
ピ

ア
ノ
が
欲
し
い
と
言
う
声
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
級

な
ピ
ア
ノ
を
買
う
だ
け
の
お

金
が
な
い
。
鉱
山
の
全
戸
で

少
し
ず
つ
寄
付
金
を
出
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え

た
。
話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
決

定
し
鉱
山
全
戸
に
ご
寄
付
を

お
願
い
し
、
よ
う
や
く
基
本

金
が
集
ま
っ
た
。
さ
て
、
ど

ん
な
ピ
ア
ノ
を
買
う
か
。
立

派
な
ピ
ア
ノ
が
欲
し
い
の
で
、

色
々
楽
器
屋
と
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
ピ
ア
ノ
に
も
ピ
ン
か

ら
キ
リ
ま
で
様
々
だ
。
大
き

な
学
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
２
台
も
あ
る
。
せ
め

て
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
１
台

は
欲
し
い
と
な
っ
た
。
だ
が
、

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
高
価
な

も
の
ば
か
り
で
手
が
出
な
い
。

せ
め
て
「
竪
ピ
ア
ノ
」
の
高

級
品
が
欲
し
い
と
な
り
、
77

鍵
盤
の
竪
ピ
ア
ノ
を
買
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ピ
ア
ノ
が
来
た
。

児
童
た
ち
は
皆
寄
っ
て
来
て

「
オ
レ
の
顔
が
写
っ
た
。
ピ
カ

ピ
カ
だ
。」
と
喜
ん
だ
。
音
楽

の
山
口
先
生
が
、
ど
ん
と
椅

子
に
す
わ
っ
て
両
手
で
楽
譜

も
見
ず
に
高
ら
か
に
ピ
ア
ノ

を
叩
い
た
。「
荒
城
の
月
」
が

奏
で
ら
れ
た
。
児
童
た
ち
は
、

そ
ろ
っ
て
唄
い
出
し
た
。
皆

感
激
し
、
目
を
潤
ま
せ
た
。

や
っ
と
一
人
前
の
学
校
に

な
っ
た
と
い
う
心
と
父
母
へ

の
感
謝
の
涙
で
あ
っ
た
。

　

遠
く
か
ら
も
学
校
の
ピ
ア

◇ 

ご
家
族
が
訪
問　

川
口
理

　

事
長
が
、「
こ
の
夏
、
猿
倉

　

の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
鈴
木
バ

　

セ
ン
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
と
野

　

地
さ
ん
の
ご
子
息
が
訪
れ

　

た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
、
製
錬
場
跡
地

　

等
の
説
明
を
聞
き
、
昔
を

　

偲
ん
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
資
料
館
」
が
出
来
れ
ば
、

　
「
思
い
出
」
が
も
っ
と
リ
ア

　

ル
に
広
く
蘇
る
で
し
ょ
う
。

　

期
待
し
た
い
で
す
。

◇ 「
鉱
山
の
思
い
出
」
を
寄
稿

　
中
川
地
区
公
民
館
か
ら
依

　

頼
を
受
け
、「
公
民
館
だ
よ

　

り
・
な
か
が
わ
」
に
「
蔵
王

　

鉱
山
の
思
い
出
」
の
タ
イ
ト

　

ル
で
記
事
を
寄
稿
し
て
い

　

ま
す
。「
サ
ム
ラ
イ
長
屋
」
の

　

出
来
事
や
山
神
様
の
祭
り
、

　

製
錬
場
周
辺
で
の
遊
び
の

　

様
子
な
ど
子
供
時
代
の
「
思

　

い
出
」
が
中
心
で
す
が
、
こ

　

の
記
事
を
読
ま
れ
た
、
地
元

　

の
方
々
か
ら
「
読
ん
だ
よ
」

　

と
か
「
懐
か
し
い
写
真
を
見

　

せ
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
感

　

想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
地
区
外
に
住
む
鉱

　

山
関
係
者
に
「
た
よ
り
」
を

　

送
り
た
い
と
「
た
よ
り
」
の

　

追
加
提
供
を
求
め
る
人
も

　

い
る
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
反

　

響
を
聞
く
た
び
、
鉱
山
に

　

関
心
を
寄
せ
て
い
る
人
が

　

ま
た
増
え
た
よ
う
に
感
じ

蔵
王
通
信

中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
（ 

そ
の
２)

中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
（ 

そ
の
２)

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
役
員
を
務
め
る

傍
ら
、
永
野
ご
出
身
の
奥
様
と
一

緒
に
、
家
庭
菜
園
を
し
て
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。

◇
桑
原
久
仁
美
か
ら

 

　
✒

 

野
地
洋
君
へ
◇

　

洋
君
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
以
前
、
電
話

を
も
ら
っ
た
時
は
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て

上
山
の
旅
館
に
調
理
見
習
で

入
社
し
、
暫
く
し
て
群
馬
県

前
橋
市
の
割
烹
料
亭
に
５
年

間
料
理
修
業
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
上
山
の
旅

館
に
戻
り
55
歳
ま
で
勤
め
上

げ
、
退
職
し
た
の
ち
妻
と
息

子
の
３
人
で
店（「
じ
ん
や
」）

を
始
め
ま
し
た
。

　

妻
と
は
前
橋
で
結
婚
し
、

長
女
、
長
男
を
授
か
り
ま
し

た
。
店
の
方
は
、
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
16
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、同
級
生
や
鉱
山
の
方
、

中
川
地
区
の
方
な
ど
、
縁
あ

る
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

父
・
仁
也
は
、
閉
山
の
後
、

母
と
一
緒
に
茂
吉
記
念
館
の

管
理
人
を
12
年
間
勤
め
、
そ

の
後
旅
館
（
村
尾
）
の
朝
市

を
頼
ま
れ
、
10
年
間
や
り
ま

し
た
。

　

そ
の
父
も
平
成
元
年
75
歳

で
、
母
・
ト
キ
子
は
平
成
10

年
80
歳
で
、
弟
・
哲
也
も
平

◇
残
暑
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
の
夏

は
、い
つ
も
よ
り
暑
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
猛
暑
の
合
間
を

ぬ
っ
て
原
稿
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◇
理
事
長
は
、「
蔵
王
鉱

山
は
誰
の
も
の
」で
、
製

錬
場
の
跡
地
に
組
合
事

務
所
の
基
礎
な
ど
を
見

て
廻
り
、
と
ど
ま
る
決

心
を
し
た
と
言
い
ま
す
。

◇
桑
原
久
仁
美
か
ら

　 ✒

 

佐
藤
竹
志
君
へ
◇

　

子
供
の
頃
の
製
錬
所
や
高

校
の
頃
の
上
山
駅
裏
の
寄
宿

舎
な
ど
、
竹
志
君
と
の
思
い

出
は
一
杯
あ
り
ま
す
。
竹
志

君
の
お
母
さ
ん
と
店
に
お
い

で
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

元
気
に
や
っ
て
い
ま
す

か
？
そ
の
後
の
ご
家
族
や
竹

志
君
の
近
況
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

原
稿
を
受
領
し
た
時
、

廻
っ
た
時
、
我
が
家
が

入
っ
た
「
サ
ム
ラ
イ
長

屋
」
の
基
礎
も
あ
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
七
曲
り
」
も
無
事
で

し
た
。
懐
か
し
さ
が
蘇

り
ま
す
。

◇
次
号
は
、
10
月
発

行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
会
で
は
、
他
の
資

料
館
を
視
察
し
、
我
が

「
資
料
館
」
の
中
身
を

ど
う
す
る
か
、
と
い
う

段
階
に
入
り
ま
す
。

　
　
　
　

  （
髙
橋
記
）

編 集 後 記

　―

ス
キ
ー
を
履
い
て
川
に
転
落
、
大
ピ
ン
チ
。
家
族
で
見
学
し
た
坊
平
の
つ
つ
じ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

息
子
・
一
行
の
彫
刻
が
今
も
皆
様
を
迎
え
て
く
れ
る
。
学
校
は
オ
ル
ガ
ン
だ
け
。
父
兄
の
寄
付
で
ピ
ア
ノ

を
購
入
。―

　

喜
ん
で
い
ま
す
。
地
区
外
の

　

お
住
ま
い
の
人
は
、「
上
山

　

市
中
川
地
区
公
民
館
へ
よ

　

う
こ
そ
」
で
検
索
し
、
公
民

　

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

　

読
み
く
だ
さ
い
。
市
内
の
方

　

は
、
市
立
図
書
館
に
備
え
て

　

あ
り
ま
す
。

◇ 「
硫
黄
」
を
永
久
保
存
　
先

　

輩
の
方
々
が
苦
労
し
て
築

　

い
た
鉱
山
の
歴
史
を
広
く

　

市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　

と
考
え
、
活
動
を
記
録
し

　

た
機
関
紙
「
硫
黄
」
や
「
会

　

報
」、「
閉
山
50
年
記
念
写

　

真
集
・
硫
黄
」
を
上
山
市
図

　

書
館
に
寄
贈
す
る
準
備
を

　

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
先
輩

　

達
の
歴
史
を
後
世
に
「
永

　

久
保
存
」
で
き
る
と
期
待
し

　

て
い
ま
す
。

◇ 

中
川
二
小
の
写
真
展　

上

　

山
市
図
書
館
で
は
、こ
の
夏
、

　

廃
校
に
な
っ
た
小
中
学
校

　

の
校
舎
写
真
や
文
集
を
展

　

示
し
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し

　

い
、
蔵
王
分
校
の
校
舎
を
見

　

て
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
に

　

雪
が
た
ま
り
、
教
室
の
軒
下

　

に
は「
ぼ
ん
だ
ら
」（
つ
ら
ら
）

　

が
沢
山
下
が
っ
た
写
真
で

　

し
た
。
金
森
先
生
夫
妻
が

　

昇
降
口
前
で
並
ん
で
写
っ
て

　

い
ま
し
た
。
私
は
、
昌
江
先

　

生
か
ら
１
年
の
時
教
え
て

　

も
ら
っ
た
生
徒
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
髙
橋
記
）

成
６
年
45
歳
で
永
眠
し
ま
し

た
。兄
・
博
昭
は
仙
台
で
、姉
・

崇
子
は
群
馬
で
元
気
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
、
今
年
と
首

と
腰
の
手
術
を
行
い
、
こ
の

５
月
に
は
１
ヶ
月
ほ
ど
休
み

ま
し
た
が
、
今
は
リ
ハ
ビ
リ

を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
酒
が
好
き
な
の
で
、

是
非
一
緒
に
飲
み
ま
し
ょ

う
。

ノ
の
音
が
聞
こ
え
て
、
何

か
大
き
な
も
の
が
で
き
た

喜
び
に
浸
っ
た
。

今
、
そ
の
ピ
ア
ノ
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
し
ば
ら
く

の
間
、
開
拓
の
蔵
王
分
校

の
職
員
室
に
あ
っ
た
が
、

今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

奏
で
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
案
ず
る
。

　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

平成 30 年 8 月30日 　第 9 号（2）


